
２０１４年度「VC 説明会」開催される  4/16 

 
４月１６日午前１０時より、町田市役所３

階・災害対策本部室で、２０１４年度のボラン

ティアコーディネーター説明会が行なわれま

した。高橋教育委員の挨拶のあと、委嘱書交付、

学校支援センター事業説明と続きましたが、委

嘱書交付では、今年度新しくボランティアコー

ディネーターになられた方に、小学校と中学校

の代表として委嘱書が手渡されました。今年度

もＶＣ一人体制を継続する学校、後継者への引

き継ぎを見込んで１名増にされた学校、複数で役割分担体制を組む学校などそれぞれの学校

で最善のＶＣ体制を組まれたことと思います。新規ＶＣ１２名を含めて９５名のボランティ

アコーディネーターの皆様には熱い期待が寄

せられておりますので、頑張っていただきた

いと思います。また、昨年度で勇退されたＶ

Ｃの皆様には、心より感謝申し上げます。 
学校支援センターは、これまでと変わらず、

田村 相田 岡田の 3 人の統括コーディネー

ターと事務の阿部の 4 人体制で進めていきま

す。また、新たな気持ちで、つながりを更に

強めてがんばっていく所存ですのでよろしく

お願いいたします。 
 

◇会場で質問のあった点について次のような共通理解でお願いします。 

Ｑ．シルバー人材センターへの依頼について 

 Ａ．謝金の件については、「町田市長」と「シルバー人材センター」との契約に基づき支払われます。

一回を２時間程度として、小学校は１６回/年、中学校は５回/年の活用ができ、一回当たり１２

００円がシルバー人材センターに支払われるように予算が組まれています。これは業務にあたっ

たシルバー会員の時給を示すものではありませんのでご留意ください。申請手順にしたがって「学

校」→「学校支援センター」→「シルバー人材センター」に申請のうえ、シルバー会員に適任の

方がいる場合に学校派遣となります。実施後に報告書を提出します。 
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  「5/3 芝生広場オープン」PR 活動    3/26 町田一小    

３月２６日、いつものように１０階で仕事をしていたら

電話が鳴り、町田一小ＶＣからでした。「今、市役所 1階で

旧市役所跡地に芝生広場ができ、４年生がオープニングの

ＰＲ活動をやっているので、良かったら見に来てください」

という内容でした。 

早速、カメラ片手に行ってみると、４年生が来庁者にＰＲ

活動をやっている真最

中でした。担任とＶＣ、

それに校長先生が引率

者です。来庁者も真剣に子供たちの話を聞いてくれ、春

休み中にもかかわらず、普段できない経験を子供たちは

していました。 

学校の隣に広い芝生広場があるということはとても

心強いことです。子供たちの遊び場としてだけでなく、

防災の観点からも貴重な空間になると思います。皆さん

も連休の 1日を、広い芝生の上でゆったり過ごしてはいかがでしょうか。 

桜美林大学での「 学生ボランティアガイダンス 」   4/23    

 昨年度に引き続き、今年度も桜美林大学の学生ボランティアガイダンスに参加してきまし

た。この企画は、桜美林大学キャリア開発センターという部署が運営しています。町田市か

らは、学校支援センターのほかに、中学校二校と小学校二校、町田市障がい者青年学級が参

加してプレゼンを行いました。プレゼンでは学生ボランティアの概略や具体的な要望を説明

しました。学校でのボランティアに関心のある大学生は、熱心に説明に耳を傾けておりまし

た。全体会が終わると教室内のブースに学生が出向き、より詳しく話を聞いていました。 

    

 

左：全体会でのプレゼンテーション        右：ブースに分かれての説明 



企業による出前授業    4/24  本町田東小 

 「地球１個分で暮らすために 

～エコロジカル・フットプリントから考える～」  

 総務省が進める学校教育現場の電子化（フューチャ

ースクール）では２０２０年までに全国の小中学校で

児童・生徒一人に１台のタブレットＰＣを導入し、情

報化装備を行うことにより２１世紀にふさわしい学校

教育の実現を目指しています。 

 本プログラムは児童生徒一人一人が１台のタブレッ

トＰＣを使い、先生の質問に文字や絵を描くことで答

えたり、他の児童・

生徒の意見と比較

したりしながら授

業が進められます。

授業の対象は小学

校４～６年生と中

学生で、所要時間は

１時限または２時

限です。最大４０人まで対応できます。関連単元としては、総合的な学習の時間、理科（生

態系・生物多様性、地球温暖化）社会（資源・エネルギー）など「環境」の導入として活用

できます。学校での導入を検討されるようでしたら、問い合わせてみてください。 

連絡先  富士通株式会社  環境本部 グリーン戦略統括部  

  〒 211-8588 神奈川県川崎市中原区上小田中４－１－１ TEL:044-754-3411（直通） 

e-mail:ecoevent@eco.css.fujitsu.com 

 

ひなた村での縄文体験   4/24  忠生小学校 

 

 左：顔に縄文人ふうのペイント           右：火おこし体験の説明 

 

TEL:044-754-3411（直通


【事務連絡】 

◇小学校地区別ＶＣミーティングの候補日をよろしく 

 ＶＣ説明会でもお話しましたが、今年度最初の小学校地区別ＶＣミーティングを行います。すでに３

つの地区では候補日や実施日が決定しました。以下の３校にも会場校をお願いしているところですが、

なるべく早く学校と相談して候補日を決定してお知らせください。 

 町田第五小学校（４地区）  高ヶ坂小学校（５地区）  つくし野小学校（６地区） 

 

◇センターサークルバナーベアラー継続中 

 中学校の部活動や学級活動が軌道に乗ったころかと思いますが、「支援」でもお知らせしたように、サ

ッカーのＪ３「ＦＣ町田ゼルビア」のホームの試合前に、大きな円形のフラッグを持って入場する「セ

ンターサークルバナーベアラー」を募集中です。試合中は、スタンドから観戦します。サッカー部の活

動として、また、クラス単位などでも参加できます。平均 3000人ほどの観客の前でパフォーマンスする

経験はめったにありません。ご応募をお待ちしています。 

 

◇町田市考古セレクション ２ 始まる 

 19 日（土）から自由民権資料館で「町田市考古セレクション２」が始まりました。各校にポスターが

配布されたかと思いますが、出かけてみてはいかがでしょうか。特に鶴川地区と堺地区の方は、見学に

行ってほしいと思います。町田に対する理解がいっそう深まります。 

 

◇学生の登録多し 

学生の登録が増えています。2013 年は 22人でしたが、2014年はこの時点で 10人になりました。学校

の今年度の計画がなかなか決まらないと、学生を紹介できず、その間に、ほかの自治体で活動の場を見

つけたり、アルバイト先を決めたりすることがあります。早めに計画をたててから、「○曜日の午後○時

から放課後学習の補助にあたれる大学生をさがしてほしい」というように、できるだけ具体的な内容を

学校支援センターに寄せていただければ、マッチングの可能性が高まると思います。 

 

◇今年度も市民文学館「ことばらんど」の活用をよろしく 

 昨年度は市民文学館「ことばらんど」を活用していただきありがとうございました。「ことばらんど」

の学芸員からもお礼のことばを頂戴しています。今年度は、太筆習字の講師が不在となり、依頼を受け

付けることができなくなりましたが、俳句や連句（江戸時代、町田は盛んだった）の指導などは継続し

ますので活用してください。 

 

◇用務班への依頼について 

 先日のＶＣ説明会で質問のあった作業班の仕事内容についてですが、３ヶ月単位で本務の作業計画を

たてているために、急に依頼されても受けかねるとのことです。まずは、①学校の市職（運転）と学校

の教職員とで市の車を使って運べないかを検討し、それが無理なら、②教育総務課車両担当に依頼して

みる、それでも無理なら、③なるべく早く申し込んであれば運ぶこともやぶさかではありません、とい

う回答でした。花の苗についてはこれまで通り可能ですので、早めの日程調整をお願いします。 


